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情
報

と
も
す
け
共
済
出
張
受
付
開
催

　
と
も
す
け
共
済
加
入
申
込
み
・

請
求
の
出
張
受
付
を
開
催
し
ま
す
。

加
入
先
着
50
名
様
に
は
、
か
お
る

堂
と
も
す
け
サ
ブ
レ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

◆
開
催
場
所

　

い
と
く
大
館
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

　

ン
タ
ー　

１
階　

イ
ー
ト
イ
ン

　

ス
ペ
ー
ス

◆
開
催
日
時

　

令
和
７
年
２
月
16
日（
日
）

　

10
時
〜
15
時（
予
定
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

秋
田
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

（
℡
０
１
８
ー
８
８
８
ー
０
２
２
０
）

小
坂
町
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

説
明
会

　

町
で
は
現
在
、
ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
の
提
供
事
業
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
返
礼
品

を
提
供
い
た
だ
い
て
い
る
事
業
者

や
団
体
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、

次
年
度
以
降「
返
礼
品
を
提
供
し

て
み
た
い
」「
興
味
は
あ
る
が
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」と

い
っ
た
事
業
者
や
団
体
の
皆
さ
ん

も
対
象
に
し
た
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

◆
開
催
日
時

　

３
月
12
日（
水
）

　

13
時
30
分
〜
15
時

◆
開
催
場
所

　

小
坂
町
役
場
２
階
大
会
議
室

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
企
画
財
政
班

（
℡
29
ー
３
９
０
７
／M

all

：

kikaku@
tow
n.kosaka.akita.jp

）

自
動
車
の
廃
車
手
続
き
に
つ
い
て

　

車
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
出
し
た
方
、

こ
れ
か
ら
出
す
予
定
の
方
、
長
期

間
乗
っ
て
い
な
い
車
が
あ
る
方
は
、

忘
れ
ず
に
廃
車
の
手
続
き
を
し
ま

し
ょ
う
。
４
月
に
入
る
と
自
動
車

税
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。
３

月
末
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
早

め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
必
要
書
類

　

普
通
車

　
　

①
車
検
証

　
　

②
ナ
ン
バ
ー
２
枚

　
　

③
所
有
者
の
印
鑑
証
明
書

　
　

④
所
有
者
の
委
任
状
又
は　

　
　
　

実
印

　
　

⑤
住
民
票（
住
所
変
更
し
て

　
　
　

い
る
場
合
）

　

軽
自
動
車

　
　

①
車
検
証

　
　

②
ナ
ン
バ
ー
２
枚

　

※

そ
の
他
必
要
書
類
が
あ
る
場

　
　

合
も
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い

　
　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
社
）鹿
角
交
通
協
会

（
℡
０
１
８
６
ー
２
３
ー
３
１
３
４
）

自
動
車
の
登
録
手
続
き
年
度
末

を
待
た
ず
に
お
早
め
に
！

　

年
度
末
、
運
輸
支
局
の
自
動
車

検
査
・
登
録
窓
口
は
、
例
年
大
変

混
み
合
い
ま
す
。
特
に
３
月
中
旬

以
降
は
、
自
動
車
税
課
税
基
準
日

（
４
月
１
日
）前
に
名
義
変
更
や
抹

消
登
録
手
続
き
を
行
う
方
々
に
よ

る
駆
け
込
み
申
請
及
び
車
検
車
両

の
増
加
に
よ
り
大
変
混
雑
し
、
申

請
者
の
皆
様
に
は
長
時
間
お
待
ち

い
た
だ
く
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
の
諸
手
続
き
を
ご
予
定

の
方
は
、
年
度
末
前
の
比
較
的
混

雑
の
少
な
い
３
月
上
旬
ご
ろ
ま
で

に
手
続
き
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

東
北
運
輸
局
秋
田
運
輸
支
局

（
℡
０
５
０
ー
５
５
４
０
ー
２
０
１
２
）

小
坂
交
番
か
ら
の
お
知
ら
せ　

大
丈
夫
で
す
か
？
屋
根
の
雪
〜

雪
下
ろ
し
は
慎
重
に
〜

　

転
落
死
亡
事
故
の
約
６
割
は
、

屋
根
か
ら
の
転
落
が
原
因
で
す
。

◆
普
段
の
除
雪
も
要
注
意

　

○
除
雪
し
た
雪
は
道
路
に
出
さ

　
　

ず
、
指
定
さ
れ
た
場
所
に
捨

　
　

て
ま
し
ょ
う
。

　

○
煙
突
や
灯
油
、
ガ
ス
の
配
管

　
　

に
異
常
が
無
い
か
点
検
を
し

　
　

ま
し
ょ
う
。

　

○
積
雪
に
よ
り
倒
壊
す
る
恐
れ

　
　

の
あ
る
施
設
に
は
近
づ
か
な

　
　

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
除
雪
機
の
使
用
は
油
断
せ
ず
に

　

○
機
械
に
巻
き
込
ま
れ
や
す
い

　
　

服
装
で
の
作
業
は
や
め
ま
し

　
　

ょ
う
。

　

○
周
囲
の
人
の
動
き
に
注
意
し

　
　

ま
し
ょ
う
。

◆
屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
重
大
事
故

　

に
直
結

　

○
自
宅
の
雪
下
ろ
し
等
を
行
う

　
　

際
に
は
複
数
人
で
作
業
し
ま

　
　

し
ょ
う
。

　

○
命
綱
を
つ
け
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　
　

を
着
用
し
、
滑
り
に
く
い
履

　
　

き
物
で
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

　

○
ハ
シ
ゴ
を
ロ
ー
プ
な
ど
で
固

　
　

定
し
ま
し
ょ
う
。

　

○
低
い
屋
根
で
も
油
断
は
禁
物
。

鹿
角
の
医
療
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
せ
ん
か

　

鹿
角
の
医
療
と
福
祉
を
考
え
る

市
民
町
民
の
会
で
は
、
月
に
１
回

「
幹
事
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

幹
事
会
は
、
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
る
自
由
な
話
し
合
い
の
場
で
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

２
月
18
日（
火
）

　

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

◆
場
所

　

鹿
角
市
文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ

　

ッ
セ　

会
議
室
１

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
角
の
医
療
と
福
祉
を
考
え
る

　

市
民
町
民
の
会

（
℡
０
１
８
６
ー
２
２
ー
７
１
６
６
）

「
多
重
債
務
相
談
窓
口
」の
ご
案
内

　

東
北
財
務
局
秋
田
財
務
事
務
所

で
は
、
自
ら
の
収
入
で
返
済
し
き

れ
な
い
ほ
ど
の
借
金
を
抱
え
、
お

悩
み
の
方
々
か
ら
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

　

相
談
者
が
抱
え
る
借
金
の
状
況

を
お
聞
き
す
る
と
と
も
に
、
必
要

に
応
じ
弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど

の
専
門
家
に
引
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。
お
電
話
の
み

で
も
可
能
で
す
。

◆
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日(

祝
日
・
年

　

末
年
始
除
く)

　

①
８
時
30
分
〜
12
時

　

③
13
時
〜
16
時
30
分

◆
窓
口
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

財
務
省
秋
田
財
務
事
務
所
財
務
課

　
﹇
秋
田
市
山
王
７
丁
目
１
ー
４

　

秋
田
第
二
合
同
庁
舎
３
階
﹈

（
℡
０
１
８
ー
８
６
２
ー
４
１
９
６
）

「
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟　

無
料
電
話
相

談
会
」

◆
日
時

　

３
月
15
日（
土
）

　

10
時
〜
18
時

◆
内
容

　

Ｂ
型
肝
炎
被
害
対
策
東
北
弁
護

　

団
が
、Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
に
つ
い

　

て
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
電
話

　

相
談
を
行
い
ま
す（
通
話
料
は

　

か
か
り
ま
す
）。

◆
対
象

　

Ｂ
型
肝
炎
患
者
ま
た
は
そ
の
ご

　

家
族（
患
者
が
亡
く
な
っ
て
い

　

る
場
合
は
、
そ
の
相
続
人
）

◆
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
と
は
？

　

幼
少
時
の
集
団
予
防
接
種
に
よ

　

り
Ｂ
型
肝
炎
に
感
染
し
た
と
認

　

め
ら
れ
る
患
者
に
対
し
病
態
に

　

応
じ
て
50
万
円
〜
３
６
０
０
万

　

円
の
給
付
金
等
が
支
払
わ
れ
る

　

制
度
で
す
。
た
だ
し
、
給
付
を

　

受
け
る
た
め
に
は
、
国
を
相
手

　

に
訴
訟
を
し
て
証
拠
に
基
づ
き

　

救
済
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
を

　

確
認
し
た
う
え
で
国
と
和
解
等

　

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
電
話
相
談
窓
口

　
（
℡
０
２
２
ー
２
２
４
ー
５
０

　

６
１
／
０
２
２
ー
２
２
４
ー
５

　

０
６
２
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｂ
型
肝
炎
被
害
対
策
東
北
弁
護

　

団
事
務
局

（
℡
０
１
２
０
ー
７
６
ー
０
１
５
２
）


